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(57)【要約】
　OFDMAのような無線通信システムにおいて高速アクセ
スを促進するシステムおよび方法が記述される。種々の
態様によって、サービス品質情報を有するアクセスシグ
ネチャを備えたアクセスプローブを生成し、このアクセ
スプローブをランダムアクセスチャネル上で送信するた
めのシステムと方法が記述され、また、サービス品質情
報を有するアクセスプローブを受信し、受信したアクセ
スプローブに応答してアクセス許可を生成し、アクセス
プローブからの情報を用いてアクセス許可をアドレスし
、アクセス許可を送信するためのシステムと方法が記述
される。
【選択図】　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
無線通信システムにおける高速アクセスの方法であって、
　前記方法は、
　サービス品質情報を有するアクセスシグネチャを備えたアクセスプローブを生成するこ
とと、
　前記アクセスプローブをランダムアクセスチャネル上で送信することと、
　を備える。
【請求項２】
前記アクセスシグネチャはダウンリンク情報を備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
前記アクセスシグネチャはセルIDを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
アクセスプローブに関連するアクセス許可を受信することをさらに備えた、請求項1に記
載の方法。
【請求項５】
前記アクセス許可をデコードすることをさらに備えた、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
接続開放要求メッセージを送信することをさらに備えた、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
接続開放応答メッセージを受信することをさらに備えた、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
予め決められた時間内にアクセス許可が受信されない場合、前記アクセスプローブをより
高い電力で送信することをさらに備えた、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
前記アクセスシグネチャはターミナルIDの関数である、請求項1に記載の方法。
【請求項１０】
無線通信システムにおける高速アクセスの方法であって、
　前記方法は、
　サービス品質情報を備えるアクセスプローブを受信することと、
　受信した前記アクセスプローブに応答してアクセス許可を生成することと、
　前記アクセスプローブからの情報を用いて前記アクセス許可をアドレスすることと、
　前記アクセス許可を送信することと、
　を備える。
【請求項１１】
前記アクセス許可は、最初のアクセスに必要とされるターミナルMAC IDおよびアップリン
クリソース割当情報を備える、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
無線通信システムにおける高速アクセスのための装置であって、
　前記装置は、
　サービス品質情報を有するアクセスシグネチャを備えたアクセスプローブを生成するた
めの手段と、
　前記アクセスプローブをランダムアクセスチャネル上で送信するための手段と、
　を備える。
【請求項１３】
前記アクセスシグネチャはダウンリンク情報を備える、請求項12に記載の装置。
【請求項１４】
前記アクセスシグネチャはセルIDを備える、請求項12に記載の装置。
【請求項１５】
アクセスプローブに関連するアクセス許可を受信するための手段をさらに備えた、請求項
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12に記載の装置。
【請求項１６】
前記アクセス許可をデコードするための手段をさらに備えた、請求項15に記載の装置。
【請求項１７】
接続開放要求メッセージを送信するための手段をさらに備えた、請求項12に記載の装置。
【請求項１８】
接続開放応答メッセージを受信するための手段をさらに備えた、請求項12に記載の装置。
【請求項１９】
アクセス許可が所定の時間内に受け取られない場合、より高い電力でアクセスプローブを
送信するための手段をさらに備えた、請求項12に記載の装置。
【請求項２０】
前記アクセスシグネチャはターミナルIDの関数である、請求項12に記載の装置。
【請求項２１】
無線通信システムにおける高速アクセスのための装置であって、
　前記装置は、
　サービス品質情報を有するアクセスプローブを受信するための手段と、
　受信した前記アクセスプローブに応答してアクセス許可を生成するための手段と、
　前記アクセスプローブからの情報を用いて前記アクセス許可をアドレスするための手段
と、
　前記アクセス許可を送信するための手段と、
　を備える。
【請求項２２】
前記アクセス許可は、最初のアクセスに必要とされるターミナルMAC IDおよびアップリン
クリソース割当情報を備える、請求項21に記載の方法。
【請求項２３】
無線通信システムにおける高速アクセスのための装置であって、
　前記装置は、
　サービス品質情報を有するアクセスシグネチャを備えるアクセスプローブを生成するた
めのプロセッサと、
　前記アクセスプローブをランダムアクセスチャネル上で送信するための送信機と、
　を備える。
【請求項２４】
無線通信システムにおける高速アクセスのための装置であって、
　前記装置は、
　サービス品質情報を有するアクセスプローブを受信するための受信機と、
　受信された前記アクセスプローブに応答してアクセス許可を生成し、さらに、前記アク
セスプローブからの情報を用いて前記アクセス許可をアドレスするためのプロセッサと、
　前記アクセス許可を送信するための送信機と、
　を備える。
【請求項２５】
コンピュータが実行可能な命令を格納したコンピュータ可読媒体であって、
　前記媒体は、
　サービス品質情報を有するアクセスシグネチャを備えるアクセスプローブを生成する命
令と、
前記アクセスプローブをランダムアクセスチャネル上で送信する命令と、
　を備える。
【請求項２６】
コンピュータが実行可能な命令を格納したコンピュータ可読媒体であって、
　前記媒体は、
　サービス品質情報を有するアクセスプローブを受信する命令と、
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　受信された前記アクセスプローブに応答してアクセス許可を生成する命令と、
　前記アクセスプローブからの情報を用いて前記アクセス許可をアドレスする命令と、
前記アクセス許可を送信する命令と、
　を備える。
【発明の詳細な説明】
【関連出願に基づく優先権の主張】
【０００１】
　本出願は、2006年2月7日に出願された「A METHOD OF FAST ACCESS」と題する米国仮出
願第60/771,093号の優先権を主張し、その全体は参照によってここに組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　以下の記述は一般に無線通信に関し、特にリソースの高速アクセスのための方式に関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは音声、データなどのような様々なタイプの通信内容を提供するため
に広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(例えば帯域
幅や送信電力)の共有によって複数ユーザとの通信をサポートすることができるマルチア
クセスシステムであり得る。そのようなマルチアクセスシステムの例は、符号分割多元接
続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム
および直交周波数分割多元接続(OFDMA)システムを含む。
【０００４】
　無線通信システムは、世界中の人々の大多数がそれによって通信することで、普及した
手段となった。無線通信デバイスは、携帯性と利便性の改善という消費者ニーズに合致す
るために、より小さく、より強力になった。携帯電話のようなモバイルデバイスの処理パ
ワーの増加は、無線ネットワーク伝送システムに対する要求の増加をもたらした。
【０００５】
　典型的な無線通信ネットワーク(例えば、周波数、時間、符号分割技術を使用した）は
、カバー領域を提供する1つ以上の基地局、および、カバー領域内でデータの送受信がで
きる1つ以上のモバイル(例えば無線)ターミナルを含む。典型的な基地局は、ブロードキ
ャスト、マルチキャストのための多数のデータストリーム、および／またはデータストリ
ームが１つのモバイル端末への独立した受信関心となるユニキャストサービスを、同時に
送信することができる。その基地局のカバー領域内のモバイル端末は、複合ストリームに
よって運ばれるストリームの1つ、あるいは1つより多く、あるいは全てのデータストリー
ムの受信に関係する。同様に、モバイル端末は基地局あるいは別のモバイル端末にデータ
を送信することができる。
【０００６】
　LTEシステム(Long Term Evolution systems)では、ターミナルもしくはユーザ機器(use
r equipment) (UE)が基地局(例えばノードBあるいはアクセスネットワーク)との接続の確
立のためにリソースを要求する場合、ランダムアクセスチャネル(random access channel
) (RACH)が使用される。ランダムアクセスチャネルパラメータは、ダウンリンク共通制御
チャネル(CCCH)あるいはブロードキャストチャンネル(BCH)の1つを介して、ノードBによ
って周期的に放送される。UEは、ダウンリンク同期を達成し、かつ、最新のRACHパラメー
タを得た後にのみ、RACHを通して送信できる。RACHはアップリンクのレイヤ１同期および
アップリンクのエアーリンクリソース割り当て要求にも使用される。アップリンクエアー
インターフェース(例えばOFDMあるいはOFDMAシステム)の直交の性質では、RACHリソース
はアクセスのためにのみ保存され、使用される必要がある。RACHの利用は突発的で、予定
されたトラフィックデータチャンネルの利用より、はるかに低い。したがって、短いアク
セス遅延を保証する限りで、最小の時間／周波数リソースがRACHに割り当てられる必要が
ある。
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【発明の開示】
【概要】
【０００７】
　以下に1つ以上の態様の単純化された要約を提示し、そのような態様の基本的理解を提
供する。この要約はすべての熟考された態様の広範囲な概要ではなく、すべての態様の重
要な要素を同定するものでも、また、いずれかもしくはすべての態様の範囲を描写するも
のでもない。その唯一の目的は、後で示されるさらに詳細な記述の序説として、1つ以上
の態様のいくつかの概念を単純化して提示することである。
【０００８】
　１つの態様では、無線通信システムにおける高速アクセスの方法は、サービス品質情報
を有するアクセスプリアンブルを備えたアクセスプローブを生成し、そのアクセスプロー
ブをランダムアクセスチャネル上で送信する。
【０００９】
　また１つの態様では、無線通信システムにおける高速アクセスの方法は、サービス品質
情報を有するアクセスプローブを受信し、受信したアクセスプローブに応答してアクセス
許可を生成し、アクセスプローブからの情報を使ってアクセス許可をアドレスし、アクセ
ス許可を送信する。
【００１０】
　先の、もしくは関連する目的の達成のために、1つ以上の態様がこの後で十分に記述さ
れ、またクレーム中で特に指摘される機能・特徴を備える。以下の記述および添付の図面
は、1つ以上の態様のうちのある例を詳細に述べる。しかしながら、これらの態様は、様
々な態様の本質が使用される種々の方法のうちのいくつかを単に表示するに過ぎず、記述
された態様はそのような全ての態様とその均等物を含むよう意図される。
【詳細な説明】
【００１１】
　様々な実施例が図面を参照して記述される。ここで、全体を通して、同一のエレメント
には同一の参照数字が使われる。次の記述では、説明の目的で、1つ以上の実施例につい
ての完全な理解を提供するために、多くの特定の詳細が述べられる。しかしながら、その
ような実施例がこれらの特定の詳細なしで実行され得ることは明白である。他の場合では
、よく知られた構成やデバイスは、1つ以上の実施例の記述を容易にするためにブロック
図の形で示される。
【００１２】
　この出願中で使用された用語「コンポーネント」、「モジュール」、「システム」など
は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み合わせ、ソフト
ウェア、実行ソフトウェアなどのコンピュータ関連エンティティを参照することを意図さ
れる。例えば、コンポーネントは、プロセッサ上で走るプロセス、プロセッサ、オブジェ
クト、実行ファイル、実行スレッド、プログラムおよび／またはコンピュータであり、し
かしそれには限定されない。例示として、計算デバイス上で作動するアプリケーションお
よび計算デバイスは、共にコンポーネントである。1つ以上のコンポーネントが１つのプ
ロセスおよび／または実行スレッド内に存在することができる。また、コンポーネントは
1台のコンピュータに集中され、かつ／または2台以上のコンピュータ間に分散されてもよ
い。さらに、これらのコンポーネントは、そこに各種のデータ構造を有する様々なコンピ
ュータ読取り可能なメディアから実行することができる。コンポーネントは、1つ以上の
データパケット(例えばローカルシステム中で、分散型システム中で、および／または、
信号を経由した他のシステムとのインターネットのようなネットワークを介して、他のコ
ンポーネントと対話する１つのコンポーネントからのデータ）を有する信号に従うような
ローカルプロセスおよび／または遠隔プロセスを経由して伝達されてもよい。
【００１３】
　さらに、様々な実施例は、モバイルデバイスに関してここに記述される。モバイルデバ
イスもまた、システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、遠隔局、遠隔端
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末、アクセスターミナル、ユーザ端末、ターミナル、無線通信デバイス、利用者エージェ
ント、ユーザデバイスあるいはユーザ機器(UE)と呼ばれる。モバイルデバイスは、携帯電
話、コードレス電話、セッション設定プロトコル(Session Initiation Protocol)(SIP)電
話、ワイヤレスローカルループ(WLL)ステーション、携帯情報端末(PDA)、無線接続能力を
有するハンドヘルドデバイス、計算デバイスあるいは無線モデムに接続された他の演算デ
バイスであり得る。さらに、様々な実施例が、基地局に関してここに記述される。基地局
はモバイルデバイスと通信するために利用され、アクセスポイント、ノードB、あるいは
他の用語で呼ばれる。
【００１４】
　さらに、ここに記述された種々の態様または特徴は、方法、装置、あるいは、標準プロ
グラミングおよび／またはエンジニアリング技術を用いた製造品(article of manufactur
e)としてインプリメントされる。ここで使用される用語「製造品」は、コンピュータが読
み取り可能な任意のデバイス、キャリアあるいはメディアからアクセス可能なコンピュー
タプログラムを包含するよう意図される。例えば、コンピュータ読み取り可能なメディア
は、磁気記憶デバイス(例えばハードディスク、フロッピディスク、磁気ストリップなど)
、光ディスク(例えばコンパクトディスク(CD)、デジタルバーサタイルディスク(DVD)など
)、スマートカードおよびフラッシュメモリデバイス(例えばEPROM、カード、スティック
、キーデバイスなど)を含むが、これらに限定されない。さらに、ここに記述された様々
な記憶メディアは、情報を格納するための1つ以上のデバイスおよび／または他の機械可
読メディアを表わす。用語「機械可読媒体」は、命令(instructions)および／またはデー
タの格納、包含および／または搬送が可能な無線チャンネルおよびその他の各種メディア
を含むが、それらに限定されない。
【００１５】
　図1を参照して、無線通信環境で最適なダウンリンク送信を果たすシステム100が様々な
実施例に従ってここに示される。基地局102は1つ以上のモバイルデバイス104と通信する
ように構成される。基地局102は、局所化され(localized)、分配された(distributed)送
信の多重化を可能にする最適化コンポーネント106と、例えば基地局能力に関する情報を
受信する受信コンポーネント108で構成される。最適化コンポーネント106は、以下に議論
されるように、周波数ダイバーシティが達成され、また、送信に関連するオーバーヘッド
コストが様々なスキームによって緩和されるようなダウンリンク送信を可能にする。認識
されるように、局所化され、分配された送信の多重化は、様々なトラフィックサービス、
ユーザ能力の適応を可能にし、さらに、1つ以上のモバイルデバイス104のユーザがチャネ
ルプロパティを利用することを可能にする。さらに、例えば、1つ以上のモバイルデバイ
ス106は、基地局102の最適化コンポーネント106に、モバイルデバイスの能力、ダウンリ
ンクチャネル条件の見積および加入者データに関連する情報を供給する。さらに、基地局
102は、高速ユーザ対低速ユーザの割合を決定することができ、また、加入者データとモ
バイルデバイス能力に関係する情報を格納することができる。基地局102のそのような能
力は、さらに、最適化コンポーネント108が周囲の条件に応じて最適な多重化スキームを
選定することを可能にする。
【００１６】
　図2および3を参照して、通信システムの高速アクセスに関する方法論が示される。この
方法論は、説明を単純にする目的で一連の行為として表示され、記述されるが、それはそ
の行為の順序に限定されるものではなく、クレームされた主題に従って、いくつかの行為
はここで表示・記述したものとは異なる順序で発生し、および／または、他の行為と同時
に発生し得る。例えば、当業者は、方法論を状態遷移図のような一連の相互に関連する状
態もしくはイベントとして代替的に表現することができることを理解し、認識するであろ
う。さらに、図示した全ての行為がクレームされた主題に従って方法論をインプリメント
するために要求されるとは限らない。
【００１７】
　図2に返って、無線通信システム(例えばOFDMあるいはOFDMAシステム)における高速アク
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セス処理手順を促進する方法論200が示される。この方法は、ターミナルが同期を失って
いるか、アクセスネットワークと同期していないか、あるいはハンドオフの場合に、最初
のアクセス、同期のために使用することができる。方法は202から始まり、アクセスプロ
ーブがアクセスネットワーク(ノードB)に送信される。１つの態様では、アクセスプロー
ブはランダムアクセスチャネル(RACH)上で送信される。アップリンクリソースの使用を最
小化するために、プリアンブルだけが送信される。プリアンブルは、ダウンリンクC/I情
報(アクセスプローブに応答してダウンリンク上で送られるアクセス許可メッセージの電
力制御を可能にする；以下に議論される)、チャネル品質指標フィードバック、QoS関連情
報(スケジューラが最初のリソース割当を選択し、および/または、優先的にすることを可
能にする)、ランダムID(異なるUEから同一のアクセスプローブがノードBに同時に到着す
る可能性を減らす)、および、セルID(プローブがターゲットノードBのみで成功裡にデコ
ードされるように、アクセスプローブをアドレスするために使用される)を含むことがで
きる。アクセスプローブプリアンブルはアクセスシーケンスから構成される。アクセスシ
ーケンスは、UEのダウンリンクC/I、および／またはQoS情報(例えば、バッファ情報から
構成され、利用可能な電力ヘッドルームで制限される「QoSビット」は、帯域幅リソース
の適切な選択や1つ以上のメッセージの適切な変調、符号化を促進するためにアクセスシ
グネチャシーケンス情報に含まれるべきである）、および／または、可能な衝突を回避す
るために使用されるランダム値から派生される。１つの態様では、全てのアクセスシーケ
ンスは直交する。他の態様では、アクセスシグネチャシーケンスはセルIDの関数だけでな
く、それに加えてMAC ID(どの種のUE IDでもよい）の関数である。
【００１８】
　１つの態様において、アクセスプローブが送信された後、方法は204に移動し、アクセ
スプローブに応答してアクセス許可が受信されるかどうかについて決定がなされる。アク
セス許可が受け取られると、方法は、アクセスプローブからの情報を使用したアクセス許
可をデコードした後に206に移る。206で、接続開放要求メッセージ(connection open req
uest message)(例えば接続開放要求)(ConnectionOpenRequest)が送信され、方法は応答を
待つ。208で、接続開放要求メッセージに応答して接続開放応答メッセージ(接続開放応答
）が受信される。他の態様で、ターミナルが既にMAC ID(例えばターミナルがアクティブ
状態である場合)を割り当てられているならば、206と208で記述された方法は除去されて
もよく、ターミナルはアクセスネットワークとデータの交換を開始してもよい。
【００１９】
　204に返って、アクセス許可が所定時間後までに受け取られない場合は、方法は208に移
る。210で、予め決められた再送信の最大値が達成されたかどうかに関して決定がなされ
る。アクセスプローブの再送信の最大値が生じている場合、方法は212に移る。212で、送
信電力はオリジナルのレベルにリセットされ、アクセスプローブが再送信される。方法は
、アクセス許可が受け取られるかどうかチェックするために204に移る。アクセスプロー
ブの再送信の最大値が達成されなかった場合、方法は214に移る。214で、アクセスプロー
ブはより高い電力で再送信される。方法は、アクセス許可が受け取られるかどうかチェッ
クするために204に移る。
【００２０】
　図3を参照して、無線通信システムにおいてアクセスプローブの受信を促進する方法論3
00が示される。方法は302で始まり、アクセスシーケンスを備えたアクセスプローブが受
信される。アクセスプローブが成功裡に検知される場合、方法は304に移る。304で、アク
セスネットワークはアクセス許可を生成する。アクセス許可はアクセスプローブに関連づ
けられ、受信したアクセスプローブからの情報を使用する。アクセスネットワークは、ア
クセスネットワークとデータを交換するために、ターミナルへのアクセスプローブに関連
したターミナルに供給するパラメータを決定する。アクセス許可は、とりわけ、ターミナ
ルMAC ID、アップリンクリソース割当およびアップリンク調節(uplink adjustments)を含
む。アクセス許可はエラー訂正方式を用いて保護されてもよい。アクセス許可がいくつか
のターミナルへブロードキャストチャネル上で送信される場合、それはアクセスプローブ



(8) JP 2009-529251 A 2009.8.13

10

20

30

40

50

からの情報を使用してアドレスされてもよく、それによって要求者だけがアクセス許可の
デコードが可能となる。例えば、ノードBは、それが受け取ったアクセスプリアンブルシ
ーケンスでアクセス許可をスクランブルしてもよい。対応するアクセスプリアンブルシー
ケンスを選択したUEだけがアクセス許可をデコードしてもよい。アクセス許可が生成され
た後、306で、方法はアクセス許可を送信し、接続開放要求を待つ。308で、接続開放要求
メッセージが受け取られる。ターミナルを認証した後、310で、接続開放応答メッセージ
が送信される。
【００２１】
　他の態様では、図2-3に示された方法論はハンドオフスキームのために適用されてもよ
い。UEはソースノードBとハンドオフを取り決める。並行して、ソースノードBはターゲッ
トノードBとハンドオフを取り決める。UEがターゲットノードBとデータの交換を開始する
前に、UEはターゲットノードBに向けて同期メッセージを送信する。同期メッセージはア
クセスプリアンブルから成り、それはRACH上で送信される。シグネチャシーケンスは、そ
のMAC IDとしてのターゲットセルIDの関数である。アップリンク同期が達成されると、タ
ーゲットノードBはUEにアクセス許可を送る。
【００２２】
　図4には、無線通信システム400がここに提示された様々な実施例に従って示される。シ
ステム400は、1つ以上のセクター内に1つ以上の基地局402(例えばアクセスポイント)を備
え、基地局は、互いに、および／または１以上のモバイルデバイス404との間で無線通信
信号の受信、送信、リピートなどを行う。各基地局402は、送信機チェーンおよび受信機
チェーンを備え、当業者によって認識されるように、そのそれぞれは、順に、信号送信お
よび信号受信に関連する複数のコンポーネント(例えばプロセッサ、変調器、マルチプレ
クサ、復調器、デマルチプレクサ、アンテナ、…)を備える。モバイルデバイス404は、例
えば、携帯電話、スマートフォン、ラップトップ、携帯型の通信装置、携帯型の計算デバ
イス、サテライトラジオ、全地球測位システム、PDA、および／または無線通信システム4
00上で通信するための他の任意の適当なデバイスである。
【００２３】
　基地局402は、OFDMまたはOFDMA技術を使用してモバイルデバイス404に内容をブロード
キャストする。OFDMのような周波数分割ベースの技術は、典型的には周波数スペクトルを
個別のチャンネルに分割し、例えば、周波数スペクトルは同一の帯域幅(周波数範囲)の塊
に分割される。OFDMは、全体のシステム帯域幅を多数の直交する周波数チャネルに有効に
分割する。周波数チャネルは、動作環境に依存して、同期または非同期のHARQ割り当てを
使用することができる。さらに、OFDM方式は、多数の基地局402のための多数のデータ伝
送間で直交性を達成するために、時間および／または周波数分割多重を使用してもよい。
【００２４】
　図5Aには、無線通信での高速アクセスを促進するシステム500が示される。システム500
は、サービス品質情報を有するアクセスプリアンブルを含むアクセスプローブを生成する
ためのモジュール502、およびランダムアクセスチャネル上でアクセスプローブを送信す
るためのモジュール504を含む。モジュール502および504はプロセッサあるいは任意の電
子デバイスであり、また、メモリモジュール506に結合される。
【００２５】
　図5Bは、無線通信での高速アクセスを促進するシステム550を示す。システム550は、サ
ービス品質情報を有するアクセスプローブを受け取るためのモジュール552、受信アクセ
スプローブに応答してアクセス許可を生成するためのモジュール554、アクセスプローブ
からの情報を使用してアクセス許可をアドレスするためのモジュール556、および、アク
セス許可を送信するためのモジュール558を含む。モジュール552-558は、プロセッサある
いは任意の電子デバイスであり、またメモリモジュール560に結合される。
【００２６】
　図6は、ここで述べられた1つ以上の態様に従って無線通信環境中で他のセクターコミュ
ニケーションを準備するターミナルまたはユーザデバイス600の一例である。ターミナル6
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00は、例えば1つ以上の受信アンテナで信号を受け取り、受信信号に対して典型的な作用(
例えば、フィルタ、増幅、ダウンコンバートなど)を行ない、また、サンプルを得るため
に条件つきの信号をデジタル化する受信機602を備える。復調器604はサンプルを復調し、
プロセッサ606に受信パイロットシンボルを供給する。
【００２７】
　プロセッサ606は、受信機コンポーネント602による受信情報の分析および／または送信
器614による送信情報の生成に供されるプロセッサであってもよい。プロセッサ606は、タ
ーミナル600の1つ以上のコンポーネントを制御するプロセッサ、および／または受信機60
2による受信情報を分析し、送信器614による送信情報を生成し、ターミナル600の1つ以上
のコンポーネントをコントロールするプロセッサであってもよい。プロセッサ606は、図2
-3に関して記述されたものを含めて、ここに記述された方法論のうちのいずれをも利用す
ることができる。
【００２８】
　さらに、ターミナル600は、送信成功の肯定応答(ACK)を含めて、受信入力を分析する送
信制御コンポーネント608を含むことができる。確認(ACK)はサービス中のセクターおよび
／または近隣のセクターから受け取る。肯定応答は、前の送信がアクセスポイントのうち
の1つによって成功裡に受け取られ、デコードされたことを示す。もし肯定応答が受け取
られない場合、あるいは否定応答(NAK)が受け取られる場合は、再送信される。送信制御
コンポーネント608はプロセッサ606に組み込むことができる。送信制御コンポーネント60
8は、肯定応答の受信の決定に関する分析を行なう送信制御コードを含むことができる。
【００２９】
　加えて、ターミナル600はメモリ610を含み、それは動作的にプロセッサ606に結合され
、送信に関係する情報、アクティブなセクターセット、送信を制御する方法、それに関係
する情報を含むルックアップテーブルを格納し、また、送信およびアクティブなセクター
セットに関する他の適切な情報を格納する。ここで記述されたデータストア(例えばメモ
リ)コンポーネントは、揮発性メモリもしくは不揮発性メモリのいずれでもよく、あるい
は揮発性・不揮発性メモリ両方を含んでもよい。制限ではなく例示として、不揮発性メモ
リは読み取り専用メモリ(ROM)、プログラマブルROM(PROM)、電気的プログラマブルROM(EP
ROM)、電気的消去可能なROM(EEPROM)あるいはフラッシュメモリを含むことができる。揮
発性メモリはランダムアクセスメモリ(RAM)を含むことができ、それは外部キャッシュメ
モリとして動作する。制限ではなく例示として、RAMは、シンクロナスRAM(SRAM)、ダイナ
ミックRAM(DRAM)、シンクロナスDRAM(SDRAM)、ダブルデータレートSDRAM(DDR SDRAM)、エ
ンハンスドSDRAM(ESDRAM)、シンクリンク(Synchlink) DRAM(SLDRAM)およびダイレクトラ
ンバス(direct Rambus RAM)(DRRAM)のような多くの形式で利用可能である。主題システム
および方法のメモリ610はこれらおよびその他の適切なタイプのメモリを含むように意図
されるが、それに制限されない。プロセッサ606は、シンボル変調器612と、変調された信
号を送信する送信器614に接続される。
【００３０】
　図7は、種々の態様に従った通信環境中で他のセクターコミュニケーションを促進する
システム700の例である。システム700は、1つ以上のターミナル704から1つ以上の受信ア
ンテナ706を介して信号を受け取り、複数の送信アンテナ708を介して1つ以上のターミナ
ル704へ送信する受信機710を有するアクセスポイント702を備える。ターミナル704は、近
隣のセクターによってサポートされるターミナル704と同様に、アクセスポイント702によ
ってサポートされるターミナルを含む。1つ以上の態様では、受信アンテナ706および送信
アンテナ708は、単一のアンテナセットを使用してインプリメントすることができる。受
信機710は受信アンテナ706から情報を得て、受信情報を復調する復調器712と作用的に関
連づけられる。受信機710は、当業者が認識するように、例えばレーキ受信機(例えば、複
数のベースバンド相関器を使用したマルチパス信号成分を個々に処理する技術、・・・)
、MMSEベースの受信機、あるいはそれに割り当てられたターミナルを分離するためのその
他の適当な受信機であり得る。種々の態様によれば、多数の受信機を使用することができ
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(例えば受信アンテナについて一つ)、そのような受信機はユーザデータの改善されたエス
ティメーションを提供するために、互いに通信することができる。
【００３１】
復調されたシンボルはプロセッサ714によって分析される。プロセッサ714は図10に関して
上述したプロセッサに類似し、ターミナルに関連した情報、ターミナルに関連する割り当
てられたリソースなどを格納するメモリ716に結合される。各アンテナの受信機出力は、
受信機710および／またはプロセッサ714によって一緒に処理することができる。変調器71
8は、送信器720によって送信アンテナ708を介してターミナル704に送信される信号を多重
化することができる。
【００３２】
　アクセスポイント702は、さらに、ターミナル通信コンポーネント722を含む。それはプ
ロセッサ714とは別個のあるいはそれと完全同体のプロセッサであり得る。ターミナル通
信コンポーネント722は、近隣のセクターによってサポートされたターミナルのためのリ
ソース割当情報を得ることができる。さらに、ターミナル通信コンポーネント722は、ア
クセスポイント702によってサポートされたターミナルのための割り当て情報を近隣セク
ターに提供することができる。割り当て情報はバックホールシグナリングを介して提供す
ることができる。
【００３３】
　割り当てられたリソースに関する情報に基づいて、ターミナル通信コンポーネント722
は近隣のセクターによってサポートされたターミナルからの送信を直接、検出することが
でき、受信した送信をデコードすることができる。メモリ716は、パケットのデコードた
めに必要な割り当て情報の受信に先立って、ターミナルから受け取られたパケットを保存
する。また、ターミナル通信コンポーネント722は、受信および送信のデコードが成功し
たことを示す肯定応答の送受信を制御する。ターミナル通信コンポーネント722がリソー
スの割り当て、ソフトハンドオフのためのターミナルの識別、送信の復号化などに関して
実用ベースの制御を行なう送信分析コードを含み得ることが認識される。ターミナル分析
コードは、推論の実行に関して人工知能ベースの方法を、および／またはターミナル性能
の最適化に関して蓋然性の決定および／または統計に基づく決定を利用することができる
。
【００３４】
　図8は典型的な無線通信システム800を示す。無線通信システム600は、簡潔の目的で、1
つのターミナルと2つのアクセスポイントを表わす。しかしながら、システムは1つ以上の
アクセスポイントおよび／または1つを超えるターミナルを含むことができ、追加のアク
セスポイントおよび／またはターミナルは、以下に述べられる典型的なアクセスポイント
およびターミナルと本質的に類似し、もしくは異なっているかもしれないことが認識され
る。さらに、アクセスポイントおよび／またはターミナルは、システム(図1および図4-7)
および／またはここで記述された方法(図2-3)を使用できることが認識される。
【００３５】
　図8は、マルチアクセス・マルチキャリア通信システム800における、ターミナル804、
ターミナル1024をサポートするサービングアクセスポイント802X、および近隣アクセスポ
イント802Yのブロック図を示す。アクセスポイント802Xでは、送信(TX)データプロセッサ
814はデータソース812からトラフィックデータ(つまり情報ビット)を受け取り、また、コ
ントローラ820およびスケジューラ830からそれぞれシグナリングと他の情報を受け取る。
例えば、スケジューラ830はターミナルのためにキャリアの割り当てを提供する。さらに
、メモリ822は、現在の割り当てあるいは以前の割り当てに関する情報を保持する。TXデ
ータプロセッサ814は、マルチキャリア変調(例えばOFDM)を使用して受信データをエンコ
ードし、変調して、変調データ(例えばOFDMシンボル)を提供する。送信機ユニット(TMTR)
816は、その後、変調データを処理し、その後アンテナ818から送信されるダウンリンク変
調信号を生成する。
【００３６】
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　ターミナル804への割り当て情報の送信に先立って、スケジューラはアクセスポイント8
02Yに割り当て情報を提供する。割り当て情報はバックホールシグナリング(例えばT1ライ
ン)810によって提供される。あるいは、割り当て情報はターミナル804への送信の後にア
クセスポイント802Yに提供することができる。
【００３７】
　ターミナル804では、送信され変調された信号はアンテナ852によって受け取られ、受信
機ユニット(RCVR)854に提供される。受信機ユニット854は、受信信号を処理しデジタル化
して、サンプルを提供する。受信(RX)データプロセッサ856は、その後、サンプルを復調
しデコードして、復号データを提供する。復号データには回復されたトラフィックデータ
、メッセージ、シグナリングなどが含まれる。トラフィックデータはデータシンク858に
提供される。また、ターミナル804のためのキャリア割り当て情報はコントローラ860に提
供される。
【００３８】
　コントローラ860は、ターミナル804に割り当てられ、受信キャリア割り当てで示された
特定のキャリアを使用して、アップリンク上のデータ送信を指揮する。メモリ862は、割
り当てられたリソース(例えば周波数、時間および／またはコード)に関する情報および他
の関連情報を保持する。
【００３９】
　ターミナル804について、TXデータプロセッサ874はデータソース872からトラフィック
データを受け取り、コントローラ860からシグナリングおよび他の情報を受け取る。TXデ
ータプロセッサ874によって、割り当てられたキャリアを使用して、様々のタイプのデー
タがコード化され変調される。そして、送信機ユニット876によってさらに処理され、そ
の後アンテナ852から送信されるアップリンク変調信号が生成される。
【００４０】
　アクセスポイント802Xおよび802Yでは、ターミナル804からの送信変調信号はアンテナ8
18によって受け取られ、受信機ユニット832によって処理され、RXデータプロセッサ834に
よって復調され、デコードされる。送信された信号は、サービングアクセスポイント802X
によって生成された割り当て情報に基づいてデコードされ、近隣アクセスポイント802Yに
提供される。さらに、アクセスポイント802Xおよび802Yは、他のアクセスポイント(802X
または802Y)および／またはターミナル804へ提供する肯定応答(ACK)を生成する。デコー
ドされた信号はデータシンク836に提供される。受信機ユニット832は各ターミナルについ
て受信信号品質(例えば受信信号対雑音比(SNR))を評価し、この情報をコントローラ820に
提供する。RXデータプロセッサ834は、コントローラ820およびスケジューラ830に各ター
ミナルについての回復されたフィードバック情報を提供する。
【００４１】
　スケジューラ830は、フィードバック情報を使用して、(1)逆方向リンクでデータ送信を
行うターミナルセットの選択、および、(2)選択されたターミナルへのキャリアの割り当
て、のような幾つかの機能を実行する。その後、予定されたターミナルのためのキャリア
割り当ては、その後、これらのターミナルに順方向リンク上で送信される。
【００４２】
　ここに記述された技術は、様々な手段によって実施することができる。例えば、これら
の技術はハードウェア、ソフトウェアあるいはその組合せで実施することができる。
【００４３】
ハードウェアインプリメンテーションについては、これらの技術のための処理ユニット(
例えばコントローラ820および860、TX、RXプロセッサ814、834など)は、1つ以上の特定用
途向けIC(ASIC)、デジタル信号プロセッサ(DSP)、デジタル信号処理装置(DSPD)、プログ
ラマブルロジックデバイス(PLD)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)、プロ
セッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、ここに記述された
機能を実行するよう意図された他の電子ユニット、あるいはそれらの組合せの中にインプ
リメントすることができる。
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【００４４】
　ソフトウェアインプリメンテーションについては、ここに記述された技術は、ここに記
述された機能を実行するモジュール(例えば手続き、機能など)でインプリメントすること
ができる。ソフトウェアコードはメモリユニットに格納され、プロセッサによって実行さ
れてもよい。メモリユニットは、プロセッサ内もしくはプロセッサの外にインプリメント
することができ、外の場合には、この技術分野で知られているように、様々な手段によっ
てプロセッサに通信で結合することができる。
【００４５】
　以上に記述されたものは、1つ以上の態様例を含んでいる。前述の態様を記述する目的
で、考えられるすべてのコンポーネントや方法論の組合せを記述することはもちろんでき
ない。しかし、当業者は、種々の態様のさらに多くの組合せおよび置換が可能であること
を認識できよう。従って、記述された態様は、請求項の精神と範囲に入るような変更、修
正および変形をすべて包含するように意図される。さらに、詳細な記述あるいはクレーム
中で使用される「include」という用語は、用語「comprising」がクレーム中でトランジ
ショナルワードとして用いられたときの解釈と同じ様に、包含することを意図したもので
ある。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】図1は無線通信環境で最適なダウンリンク送信を果たすシステムの一例を示す図
。
【図２】図2は無線通信システムにおいてアクセスポイントによって使用されるシステム
形態を容易にする一方法論を示す図。
【図３】図3は無線通信システムにおいてアクセスターミナルによって使用されるシステ
ム形態を容易にする一方法論を示す図。
【図４】図4はここで述べられた種々の態様に従った無線通信システムの一例を示す図。
【図５Ａ】図5Aはモバイルデバイスの能力に従って多重化されたダウンリンク送信を容易
にする一システムのブロック図。
【図５Ｂ】図5Bはモバイルデバイスの能力に従って多重化されたダウンリンク送信を容易
にする他のシステムのブロック図。
【図６】図6はここで提示された1以上の態様に従って、他のセクター通信に備えるシステ
ムを示す図。
【図７】図7はここで提示された1以上の態様に従って、ターミナルの非サービングセクタ
ー(non-serving sector)で逆方向リンク通信の処理に備えるシステムを示す図。
【図８】図8はここで記述された様々なシステムおよび方法に関連して使用される無線通
信環境の一例を示す図。
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